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1. 2019年3月期第3四半期の連結業績（2018年4月1日～2018年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する四半期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年3月期第3四半期 57,239 2.8 13,848 △7.0 9,202 △10.7

2018年3月期第3四半期 55,696 △2.5 14,892 9.6 10,309 8.1

（注）包括利益 2019年3月期第3四半期　　△2,552百万円 （―％） 2018年3月期第3四半期　　16,708百万円 （135.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2019年3月期第3四半期 133.37 133.26

2018年3月期第3四半期 148.47 148.37

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2019年3月期第3四半期 4,627,216 221,946 4.7

2018年3月期 4,672,748 229,292 4.8

（参考）自己資本 2019年3月期第3四半期 219,367百万円 2018年3月期 225,727百万円

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。

　　　なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年3月期 ― 0.00 ― 35.00 35.00

2019年3月期 ― 0.00 ―

2019年3月期（予想） 35.00 35.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2019年3月期の連結業績予想（2018年4月1日～2019年3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 72,000 △3.0 16,400 △6.6 10,900 △7.0 158.35

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年3月期3Q 70,300,000 株 2018年3月期 70,300,000 株

② 期末自己株式数 2019年3月期3Q 1,970,378 株 2018年3月期 868,859 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年3月期3Q 69,002,407 株 2018年3月期3Q 69,440,244 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

　実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。



（株）紀陽銀行（8370） 2019年３月期 第３四半期決算短信

1

【添付資料】

［目次］

１．当四半期決算に関する定性的情報 ………………………………………………………2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………2

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 ………………………………………………………3

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………3

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………4

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………6

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………6

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………6

※2019年３月期 第３四半期決算説明資料

決算短信（宝印刷） 2019年01月28日 18時35分 1ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



（株）紀陽銀行（8370） 2019年３月期 第３四半期決算短信

2

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における連結経営成績につきましては、株式等関係損益が増加し、営

業経費が減少したものの、資金利益や債券関係損益が減少したことなどにより、経常収益は572億

39百万円、経常費用は433億90百万円、経常利益は138億48百万円となり、親会社株主に帰属する四

半期純利益は、92億2百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における連結財政状態につきましては、総資産が4兆6,272億円、純

資産が2,219億円となりました。

貸出金につきましては、中小企業向け貸出が増加したことなどから、前連結会計年度末比758億

円増加の2兆9,446億円となりました。

預金・譲渡性預金につきましては、個人預金を中心に増加し、前連結会計年度末比560億円増加

の3兆9,978億円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2019年３月期の業績予想につきましては、今後の経済・金融情勢等により有価証券関係損益や与

信関連費用等が変動する可能性があるため、2018年５月11日に公表しました業績予想から変更して

おりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2018年12月31日)

資産の部

現金預け金 621,370 687,280

買入金銭債権 799 799

商品有価証券 89 36

有価証券 1,111,261 874,743

貸出金 2,868,779 2,944,631

外国為替 3,981 3,207

その他資産 27,988 76,575

有形固定資産 35,036 34,670

無形固定資産 4,268 3,546

退職給付に係る資産 14,530 15,110

繰延税金資産 622 723

支払承諾見返 8,588 9,713

貸倒引当金 △24,569 △23,821

資産の部合計 4,672,748 4,627,216

負債の部

預金 3,881,372 3,952,554

譲渡性預金 60,448 45,293

コールマネー及び売渡手形 ― 40,000

売現先勘定 17,520 6,421

債券貸借取引受入担保金 159,277 68,848

借用金 262,581 239,582

外国為替 29 184

社債 10,000 ―

その他負債 33,879 36,232

退職給付に係る負債 21 22

役員退職慰労引当金 30 30

睡眠預金払戻損失引当金 1,139 963

偶発損失引当金 444 444

繰延税金負債 8,122 4,979

支払承諾 8,588 9,713

負債の部合計 4,443,455 4,405,270

純資産の部

資本金 80,096 80,096

資本剰余金 2,310 3,075

利益剰余金 110,074 116,846

自己株式 △1,521 △3,499

株主資本合計 190,960 196,519

その他有価証券評価差額金 29,300 18,384

繰延ヘッジ損益 △33 △121

退職給付に係る調整累計額 5,500 4,585

その他の包括利益累計額合計 34,767 22,847

新株予約権 81 97

非支配株主持分 3,483 2,481

純資産の部合計 229,292 221,946

負債及び純資産の部合計 4,672,748 4,627,216
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
　至 2017年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

経常収益 55,696 57,239

資金運用収益 36,172 35,209

（うち貸出金利息） 24,705 24,380

（うち有価証券利息配当金） 11,105 10,521

役務取引等収益 9,762 9,944

その他業務収益 4,853 5,550

その他経常収益 4,906 6,536

経常費用 40,803 43,390

資金調達費用 2,221 1,481

（うち預金利息） 984 634

役務取引等費用 3,229 3,409

その他業務費用 3,596 6,984

営業経費 28,718 27,073

その他経常費用 3,037 4,442

経常利益 14,892 13,848

特別利益 16 0

固定資産処分益 16 0

特別損失 51 163

固定資産処分損 43 87

減損損失 7 76

税金等調整前四半期純利益 14,857 13,686

法人税、住民税及び事業税 2,993 2,988

法人税等調整額 1,474 1,375

法人税等合計 4,467 4,364

四半期純利益 10,390 9,321

非支配株主に帰属する四半期純利益 80 119

親会社株主に帰属する四半期純利益 10,309 9,202
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
　至 2017年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年12月31日)

四半期純利益 10,390 9,321

その他の包括利益 6,318 △11,874

その他有価証券評価差額金 6,843 △10,871

繰延ヘッジ損益 8 △88

退職給付に係る調整額 △534 △914

四半期包括利益 16,708 △2,552

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 16,584 △2,716

非支配株主に係る四半期包括利益 124 163
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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１．損益の状況

（単位：百万円）

比較（a-b）

1  35,870 △  2,800  38,670

2  33,760 △  182  33,942

3  4,319  144  4,175

4 その他業務利益 △  2,209 △  2,761  552

5 うち債券関係損益 △  1,907 △  2,870  963

6  26,709 △  1,170  27,879

7  9,160 △  1,630  10,790 12,200

8 うちコア業務純益  11,068  1,242  9,826

9 － － － 

10  9,160 △  1,630  10,790

11  4,124  886  3,238

12 不良債権処理額②（△）  1,623 △  169  1,792

13 （与信費用①＋②（△）） (1,623) (△  169) (1,792)

14 うち貸出金償却（△）  1,484 △  149  1,633

15 － － － 

16 貸倒引当金戻入益  100 △  624  724

17 償却債権取立益  625  133  492

18 株式等関係損益  3,589  1,095  2,494

19 その他臨時損益  1,432  113  1,319

20  13,285 △  743  14,028 15,200

21 △  174 △  140 △  34

22 税引前四半期純利益  13,110 △  883  13,993

23 法人税等合計（△）  4,143  1  4,142

24 法人税、住民税及び事業税（△）  2,678 △  12  2,690

25 法人税等調整額（△）  1,465  14  1,451

26  8,966 △  885  9,851 10,300

27 与信コスト総額（△）  897  359  538

（注）１．コア業務純益とは、一般貸倒引当金繰入前、債券関係損益（債券５勘定尻）控除後の業務純益です。

　　　２．与信コスト総額は、与信費用に貸倒引当金戻入益・償却債権取立益などの与信関連損益を加味して

　　　　　算出しております。

　　　３．（△）は損失項目です。

2019年3月期
通期

業績予想値

特別損益

役務取引等利益

業務純益

うち個別貸倒引当金繰入額（△）

臨時損益

（単体）

四半期（当期）純利益

実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

経常利益

2019年3月期
第3四半期
累計期間
（a）

2018年3月期
第3四半期
累計期間
（b）

業務粗利益　

資金利益

一般貸倒引当金繰入額①（△）

経費（除く臨時処理分）（△）
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２．預金等、貸出金の残高
（単位：百万円）

2018年3月末比 2017年12月末比

1 預金・譲渡性預金（期末残高） 4,016,147 56,241 33,633 3,959,906 3,982,514 

2 うち預金 3,960,853 71,395 34,612 3,889,458 3,926,241 

3 うち個人預金 2,876,536 47,629 14,023 2,828,907 2,862,513 

4 貸出金（期末残高） 2,953,293 77,035 86,226 2,876,258 2,867,067 

5 うち消費者ローン 943,452 15,498 22,699 927,954 920,753 

6 うち住宅ローン 784,768 8,008 10,952 776,760 773,816 

7 中小企業等貸出金（期末残高） 2,108,456 58,783 87,691 2,049,673 2,020,765 

３．預かり資産残高、預かり資産関連販売額
（単位：百万円）

2018年3月末比 2017年12月末比

1 預かり資産残高（期末残高） 126,220 △  17,537 △  28,598 143,757 154,818 

2 119,630 △  16,829 △  26,845 136,459 146,475 

3 6,590 △  708 △  1,752 7,298 8,342 

（単位：百万円）

2017年12月期比

1 預かり資産関連販売額 60,324 △  4,548 64,872 

2 29,113 △  8,790 37,903 

3 10,264 1,275 8,989 

4 20,945 2,966 17,979 

４．自己資本比率（国内基準）
（単位：百万円）

2018年9月末比

1 ①自己資本比率（②／⑤） 9.63%  △ 0.53% 10.16%

2 ②自己資本（③－④） 205,184 △  8,775 213,959 

3 ③コア資本に係る基礎項目 215,587 △  8,844 224,431 

4 ④コア資本に係る調整項目 10,402 △  69 10,471 

5 ⑤リスク・アセット等 2,129,379 23,837 2,105,542 

6 ⑥総所要自己資本額　⑤×４％ 85,175 954 84,221 

（単位：百万円）

2018年9月末比

1 ①自己資本比率（②／⑤） 9.21%  △ 0.50% 9.71%

2 ②自己資本（③－④） 195,331 △  8,095 203,426 

3 ③コア資本に係る基礎項目 201,850 △  7,918 209,768 

4 ④コア資本に係る調整項目 6,518 176 6,342 

5 ⑤リスク・アセット等 2,119,080 24,254 2,094,826 

6 ⑥総所要自己資本額　⑤×４％ 84,763 970 83,793 

2018年9月末

2018年3月末 2017年12月末

2018年3月末 2017年12月末

2018年12月末 2018年9月末

2017年12月期

2018年12月末

投資信託

国債等

2018年12月末

（単体）

（単体）

（連結）

（単体）

投資信託

個人年金保険等

証券仲介

2018年12月期

2018年12月末

（単体）
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５．時価のある有価証券の評価差額

1 満期保有目的

2 その他有価証券

3 株式　

4 債券

5 その他

6

7 総合計

６．金融再生法開示債権

1

2

3

4

5

6

7

（単位：百万円）

（単体）

2018年12月末 2018年3月末

評価差額 評価差額
評価益 評価損 評価益 評価損2018年3月末比

△  119 170 19 138 △  289

24,135 △  15,080 30,919 6,783 39,215 47,544

19,593 694 28,011 28,484

7 296

8,328

473

8,437 △  85 8,802 365 8,522 9,616 1,093

18,899 △  9,112

－ 

△  4,141 △  5,537 1,582 5,723 1,396 8,158

38,925 47,551

6,761

（注３） 940 △  344 940 － 1,284 1,284

8,625

（注）１．有価証券のほか、買入金銭債権中の信託受益権も含めております。

　　　２．時価のある子会社・関連会社株式はございません。

　　　３．変動利付国債の保有目的区分変更（「その他有価証券」から「満期保有目的」へ）により発生した

　　　　　評価差額を記載しております。

（単位：百万円）

24,015 △  14,910 30,938 6,922

（単体） 2018年12月末 2018年3月末 2017年12月末
2018年3月末比 2017年12月末比

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 19,100 △  689 1,992 19,789      17,108      

危険債権 40,621 △  1,679 △  6,847 42,300      47,468      

要管理債権 7,923 1,096 193 6,827 7,730

小計 67,645 △  1,273 △  4,663 68,918      72,308      

（合計債権残高に占める割合） (2.25%) (△  0.11%) (△  0.24%) (2.36%) (2.49%)

正常債権 2,931,052 84,486      99,421 2,846,566   2,831,631   

以　　上

合計 2,998,697 83,212      94,758 2,915,485   2,903,939   
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